

































































































































                  表１『日本言語地図』データベースの構築状況 


























画像処理 230 82% 94%
チェック用DB作成 229 82% 94%
チェック用DB目視チェック 208 74% 85%







































































































表３ 『日本言語地図』の併用地点数の項目別集計（B/A順） ５５項目 
 
 併用回答の割合（B／A×100） [％] 
 質問項目の枠の下の罫線が太い項目は河西データ８２項目と一致する項目 
 ○印：標準語形が LAJの解説で複数認められている項目 
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